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申請者の研究対象であるグラフェンは半導体産業への応用が期待される新物質であり、世界中で急速に研究が進んでいる。LT26への参加目的は、世界中の研究者が集まる国際会議において申請者らの研究成果をいち早く世界に発信すると同時に、海外の最新の研究について情報収集を行うことである。

	会議の状況：

LTは比較的大規模な国際会議であり、今回も実験・理論を問わず世界中から多く研究者が参加し活気に満ち溢れていた。開催地が北京だったこともあり、特にアジア諸国からの参加者が目立ち、近年台頭しつつある中国や韓国における研究のトレンドや研究に対する考え方に触れることができた。

	成果概要：

今回のLTは朝から夕方まで盛り沢山の内容であり、様々な分野について情報収集を行うことができて非常に有意義な会議だった。とくにF. D. M. HaldaneやX. G. Wenといった海外の著名な研究者の発表もあり、刺激を受けるとともに今後の研究へのモチベーションを高めることができた。また学会等でしか会う機会のない国内の研究者とも情報交換ができ、大変有益な議論ができた。申請者の発表は会議終盤16日のポスターセッションだったが、多くの参加者と議論する機会に恵まれ、我々の研究成果を強くアピールすることができたと思う。ポスター発表の利点は他の研究者と面と向かって長時間議論できる点であり、その議論の中で偶発的に生まれたアイデアは研究室で日頃研究している際には得難いものである。今回の会議でも、とくに異なる研究分野の方々との議論を通して多くのことを学び、刺激をうけることができた。LT26に参加した経験は申請者の今後の研究人生に大いに役立つと思う。


